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は
じ
め
に

　

最
終
官
位
を
正
二
位
、
大
納
言
・
民
部
卿
・
太
皇
太
后
宮
大
夫
と
し
た

源
俊
明
は
、
平
安
時
代
末
期
の
公
卿
で
あ
る
。

　

宇
治
大
納
言
・
源
隆
国
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
彼
は
、
故
実
を
能
く

し
、
実
行
力
に
優
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
大
和
魂注
１

あ
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
令

名
は
後
々
に
ま
で
鳴
り
響
い
た
。

　

例
え
ば
、
藤
原
経
房
の
日
記
『
吉
記
』
の
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）

十
二
月注
２

の
記
事
に
、
時
の
左
大
臣
・
藤
原
実
房
の
言
談
と
し
て
、

此
次
節
会
之
時
、
不
レ
着
二
張
下
襲
一
之
由
有
二
口
伝
如
何
一
之
由
尋
申
、

被
レ
答
云
、
嘉
保
二
年
正
月
一
日
民
部
卿
俊
明
、
治
部
卿
通
俊
、
江
中

納
言
匡
房
等
着
二
柳
下
襲
一
、
時
之
識
者
也
、
尤
足
レ
為
レ
例
、
被
二
暗

誦
一
、
尤
有
二
其
興
一
事
歟

（
今
私
に
訓
点
・
傍
線
を
付
し
新
字
体
に
改
め
た
、
以
下
同
）

と
の
記
述
が
あ
る
。「
時
之
識
者
」と
し
て
、有
力
院
司
で『
後
拾
遺
和
歌
集
』

編
者
・
藤
原
通
俊
、
平
安
末
期
最
大
の
学
者
・
大
江
匡
房
と
並
び
称
さ
れ
、

故
実
の
根
拠
と
さ
れ
て
お
り
、俊
明
へ
の
評
価
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
の
俊
明
は
、
父
・
隆
国
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
藤
原
摂
関
家
と

の
関
わ
り
が
非
常
に
強
い
。
と
同
時
に
、慈
円
『
愚
管
抄注
３』

に
お
い
て
「
サ

ウ
ナ
キ
院
ノ
別
当
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
院
政
下
に
お
け
る
最
高
権
力

者
で
あ
る
院
、
す
な
わ
ち
白
河
院
と
の
関
係
も
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
俊
明
は
、
な
ぜ
か
軽
し
め
ら
れ
、
不
可
解
な
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
は
、
そ
の
よ
う

な
俊
頼
の
不
可
解
な
扱
い
を
取
り
上
げ
る
説
話
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ

の
彼
が
受
け
た
不
可
解
な
仕
打
ち
に
つ
い
て
考
察
し
、『
続
古
事
談
』
の

あ
り
方
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
そ
の
目
標
と
す
る
。

　

翻
っ
て
、『
続
古
事
談
』
の
収
載
話
に
つ
い
て
は
、
露
わ
に
語
ら
れ
る

こ
と
以
外
の
部
分
に
配
慮
が
必
要
で
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
し
た
『
続

古
事
談
』
の
読
解
に
お
け
る
話
外
の
事
情
の
重
要
性
の
一
端
は
既
に
前
稿

に
論
じ
て
お
い
た注
４。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
先
に
掲
げ
た
目
標
と
と
も
に
、
前
稿
で
提
起
し
た

よ
う
な
『
続
古
事
談
』
編
者
の
文
学
的
営
為
の
有
様
を
、『
続
古
事
談
』

巻
二
第
三
十
九
話
の
検
討
を
通
じ
て
改
め
て
論
ず
る
こ
と
を
、
併
せ
て
企

図
す
る
も
の
で
あ
る
。

俊
明
の
交
代 —

 

『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
を
め
ぐ
っ
て —
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梓
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１
．『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
に
つ
い
て

　
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
を
論
ず
る
に
先
立
ち
、
以
後
の
便
宜

の
た
め
ま
ず
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
お
き
た
い注
５

。

　

鳥
羽
院
の
大
嘗
会
の
御
禊
に
、
内
大
臣
に
は
か
に
服
暇
に
成
て
、

大
納
言
俊
明
、
節
下
を
つ
と
む
べ
き
よ
し
仰
ら
れ
け
る
を
、
江
帥
も

り
き
ゝ
て
、「
五
代
太
政
大
臣
の
子
孫
な
る
右
大
将
を
お
き
て
、
受

領
へ
た
る
民
部
卿
こ
の
事
を
つ
と
む
、
心
得
ず
」
と
ひ
と
り
ご
ち
け

る
を
、
白
河
院
き
か
せ
給
て
、
げ
に
や
と
お
ぼ
し
め
し
け
ん
、
右
大

将
に
あ
ら
た
め
仰
せ
ら
れ
け
り
。
江
帥
に「
誠
に
さ
や
い
は
れ
け
る
」

と
人
と
ひ
け
れ
ば
、「
た
し
か
に
も
お
ぼ
え
ず
。
蔵
人
弁
顕
隆
、
も

の
い
ひ
あ
し
き
人
な
り
」
と
な
ん
い
ら
へ
け
る
。

（
鳥
羽
院
の
（
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
ば
か
り
の
時
代
の
）
大
嘗
会

の
（
儀
式
の
中
の
）
御
禊
の
折
、
内
大
臣
が
急
に
喪
に
服
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、（
白
河
院
が
）
大
納
言
の
俊
明
が
節
下
（
の
大
臣
の

代
役
）
を
務
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
、

江
帥
が
漏
れ
聞
い
て
、「
五
代
太
政
大
臣
を
輩
出
し
た
家
の
子
孫
で

あ
る
右
大
将
を
お
い
て
、
受
領
を
経
た
民
部
卿
が
こ
の
役
目
を
務
め

る
と
は
、
合
点
が
い
か
な
い
」
と
独
り
言
を
言
っ
た
の
を
、
白
河
院

が
お
聞
き
な
さ
っ
て
、
確
か
に
と
お
思
い
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

右
大
将
に
改
め
て
仰
せ
に
な
っ
た
。
江
帥
に
「
本
当
に
そ
の
よ
う
に

言
わ
れ
た
の
で
す
か
」
と
誰
か
が
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
明
確
に
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
蔵
人
弁
の
顕
隆
は
、物
の
言
い
方
が
悪
い
人
で
す
」

と
答
え
た
そ
う
で
あ
る
。）

　

こ
の
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
は
、
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
の
御

禊
で
、
行
事
の
指
揮
を
と
る
節
下
の
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
い
た
内
大
臣
・

源
雅
忠
が
服
仮
（
服
暇
と
も
）
と
な
り
御
禊
に
参
加
不
能
と
な
っ
た
際
の

大
納
言
・
源
俊
明
の
逸
話
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
俊
明
を
代
役
に
据
え
よ

う
と
し
た
白
河
院
に
対
し
、
当
時
大
宰
権
帥
で
江
帥
と
通
称
さ
れ
る
大
江

匡
房
が
ひ
そ
や
か
に
批
判
を
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
白
河
院
は
、
俊
明

で
は
な
く
右
大
将
・
藤
原
家
忠
に
節
下
を
任
せ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

そ
の
焦
点
は
、
俊
明
の
有
様
、
匡
房
が
俊
明
に
つ
い
て
述
べ
た
つ
ぶ
や

き
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
、
蔵
人
弁
と
し
て
白
河
院
と
匡
房
の
間
を
取
り

次
い
だ
藤
原
顕
隆
の
働
き
、そ
し
て
白
河
院
が
突
然
俊
明
か
ら
家
忠
に「
あ

ら
た
め
」
た
理
由
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
以
下
右
の
謎
を
念
頭
に
当
該
話
の
読
解
を
試
み
る
。

　
　
　

２
．
史
料
に
た
ど
る
鳥
羽
天
皇
御
禊

　
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、

多
く
史
料
で
跡
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、山
本
和
明
氏
ら
が
つ
と
に
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ注
６

で
は
あ
る
が
、

本
稿
で
当
該
話
を
論
ず
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
、
諸
史
料
に
見
え
る
鳥
羽

天
皇
御
禊
ま
で
の
経
緯
を
改
め
て
た
ど
り
た
い
。

　

そ
も
そ
も
大
嘗
会
は
、
天
皇
践
祚
後
の
最
初
の
新
嘗
祭
で
あ
り
、
即
位

儀
と
と
も
に
天
皇
の
即
位
儀
礼
の
根
幹
を
成
す
。
そ
の
大
嘗
会
そ
の
も
の

は
践
祚
年
も
し
く
は
践
祚
翌
年
の
十
一
月
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
付
随
し
て
様
々
な
儀
式
・
行
事
が
存
在
す
る
。

　

御
禊
は
、
大
嘗
会
と
同
年
の
十
月
に
天
皇
自
ら
が
賀
茂
の
川
原
で
禊み
そ

ぎ

を
行
う
、
大
嘗
会
付
随
の
儀
式
中
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
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鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
は
、
践
祚
翌
年
、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
に
行

わ
れ
た
が
、
御
禊
ま
で
の
日
程
を
、
当
時
御
禊
の
設
営
を
担
当
す
る
装
束

司
の
長
官
で
あ
り
御
禊
に
関
し
て
詳
述
し
て
い
る
藤
原
宗
忠
の
日
記
『
中

右
記注
７』
に
見
れ
ば
、
九
月
五
日
の
装
束
司
・
次
第
司
選
任
の
除
目
に
始
ま

り
、
日
時
決
定
、
陪
従
選
定
、
実
施
地
の
決
定
と
測
量
、
会
場
設
営
、
鹵

簿
図
の
奏
上
、
実
施
の
発
令
儀
式
等
を
経
て
、
十
月
二
十
一
日
が
御
禊
当

日
、
と
、
都
合
一
か
月
半
に
及
ぶ
準
備
を
要
す
る
一
大
行
事
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
諸
準
備
の
中
で
起
こ
っ
た
事
件
が
、
十
月
十
日
の
源

子
の
死
で
あ
っ
た
。

　
『
中
右
記
』
の
天
仁
元
年
同
日
条
の
記
述
を
見
よ
う
。

及
二
深
更
一
蔵
人
弁
送
二
書
状
一
云
、
土
御
門
尼
上
今
日
卒
去
、
仍
人
々

多
服
仮
出
来
、
御
禊
大
嘗
会
可
レ
有
二
議
定
一
事
、
明
日
巳
刻
以
前
可
レ

参
二
殿
下
一
者
、
申
二
承
了
由
一
、

件
尼
上
者
、
名

子
、
従
二
位
也
、
故
土
御
門
源
右
府
之
長
女
、
故

右
大
将
通
房
卿
家
室
、
当
時
左
大
臣
姨
也
、
年
来
之
間
為
レ
尼
、
年

八
十
二

　

こ
の
日
卒
去
し
た
土
御
門
尼
上
こ
と
源

子
は
、
右
大
臣
を
務
め
た
源

師
房
の
長
女
で
、
右
大
将
で
あ
っ
た
藤
原
通
房
に
嫁
い
だ
が
、
通
房
が

二
十
歳
で
夭
折
し
た
た
め
以
後
は
寡
婦
を
通
し
、
後
に
出
家
。
天
仁
元
年

時
点
の
左
大
臣
、
源
俊
房
の
姉
に
あ
た
る
。

　

問
題
は
傍
線
部
で
あ
る
。

子
の
死
に
よ
り
、
そ
の
一
族
縁
者
に
服
仮

す
な
わ
ち
忌
引
に
入
る
人
物
が
多
く
発
生
し
た
。
御
禊
は
神
事
で
あ
り
、

場
合
に
も
よ
る
が
服
喪
者
は
一
定
の
期
間
参
加
が
許
さ
れ
な
い
。

子
の

死
は
、
御
禊
に
参
加
で
き
な
い
多
く
の
貴
族
を
生
み
出
し
た
可
能
性
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
御
禊
に
参
加
さ
せ
ら
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
急
ぎ
交

代
の
要
員
を
定
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
儀
式
上
重
要
な

役
割
を
果
た
す
人
物
が
複
数
含
ま
れ
る
わ
け
で
容
易
で
は
な
い
。こ
れ
が
、

既
に
見
た
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
の
発
端
な
の
で
あ
る
。

　

右
の
状
況
を
受
け
て
、
翌
十
一
日
、
摂
政
右
大
臣
・
藤
原
忠
実
が
白
河

院
の
も
と
に
参
じ
て
そ
の
意
向
を
確
認
、
主
要
な
公
卿
に
下
達
し
、
交
代

要
員
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
同
じ
く
『
中
右
記
』
の
十
月
十
一
日
条
に
よ

り
な
が
ら
、
以
下
そ
の
概
略
を
確
認
す
る
。

　

十
月
十
一
日
に
忠
実
の
も
と
に
俊
明
、
宰
相
中
将
・
藤
原
忠
教
、
左
大

弁
・
源
重
資
、
そ
し
て
『
中
右
記
』
の
記
者
で
あ
る
藤
原
宗
忠
が
集
ま
り
、

議
定
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
冒
頭
、忠
実
よ
り
「
院
仰
云
、依
二
土
御
門
尼
上
入
滅
事
一
、左
大
臣
、

内
大
臣
、
節
下
奉
也

、
御
禊
前
次
第
長
官
左
衛
門
督
雅
俊
卿
、
主
基
国
司
丹
波

守
季
房
朝
臣
、
同
行
事
左
小
弁
雅
兼
等
已
三
月
服
、
二
十
日
仮
也
、
而
何

様
可
レ
被
レ
行
哉
、
大
略
可
二
議
定
申
一
者
」
と
、
服
仮
に
伴
う
処
置
を
議

定
せ
よ
と
の
院
の
意
向
が
示
さ
れ
る
。

　

服
仮
は
、
律
令
に
規
定
が
あ
る注
８

。

子
は
、
左
大
臣
・
源
俊
房
か
ら
見

て
姉
、
内
大
臣
・
源
雅
実
、
主
基
国
司
・
源
季
房
、
左
少
弁
・
源
雅
兼
等

か
ら
見
て
姑
（
父
方
の
お
ば
）
に
あ
た
る
。
服
、
す
な
わ
ち
服
喪
の
期
間

を
定
め
た「
喪
葬
令
」服
紀
条
に「
曽
祖
父
母
。
外
祖
父
母
。
伯
叔
姑
。
妻
。

兄
弟
姉
妹
。
夫
之
父
母
。
嫡
子
。
三
月
。」
と
あ
り
、
ま
た
服
に
伴
う
休

暇
で
あ
る
仮
は
「
仮
寧
令
」
に
「
凡
職
事
官
。
遭
二
父
母
喪
一
。
並
解
官
。

自
余
皆
給
レ
仮
。（
中
略
）
三
月
服
二
十
日
。」
と
あ
る
か
ら
、
俊
房
ら
に
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は
白
河
院
の
言
の
通
り
、
三
か
月
の
服
喪
と
二
十
日
間
の
休
暇
が
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
通
常
、
行
事
参
加
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
服
仮
の
人
々
の
処
遇
に
関
す
る
議
定
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
大

嘗
会
御
禊
の
際
の
服
仮
の
人
物
の
参
会
の
前
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
諮

問
を
受
け
た
大
外
記
の
中
原
師
遠
か
ら
の
勘
申
（
回
答
）
で
は
、
仁
和
三

年
の
御
禊
で
は
仮
の
最
中
に
「
有
二
指
仰
一
」
っ
た
た
め
、
源
多
の
一
族

が
供
奉
し
、
長
元
九
年
御
禊
で
は
後
一
条
天
皇
中
宮
・
藤
原
威
子
が
九
月

に
崩
じ
た
も
の
の
兄
弟
に
あ
た
る
藤
原
道
長
の
子
ら
は
供
奉
し
、
中
で
も

二
条
殿
す
な
わ
ち
藤
原
教
通
は
節
下
の
大
臣
を
務
め
て
お
り
、
承
保
元注
９

年
に
上
東
門
院
・
藤
原
彰
子
が
崩
じ
た
際
に
は
、「
依
レ
仰
レ
徐
レ
服
」
り
、

一
家
の
人
々
が
供
奉
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

右
の
勘
申
を
受
け
、
参
加
者
の
う
ち
、
民
部
卿
・
俊
明
、
宰
相
中
将
・

忠
教
、
左
大
弁
・
重
資
の
三
人
は
、「
依
二
仁
和
例
一
、
服
仮
之
人
供
二−

奉

御
禊
一
、
何
事
之
有
哉
、
就
中
長
元
九
年
、
承
保
元
年
、
又
以
如
レ
此
也
、

節
下
大
臣
次
第
司
長
官
不
レ
可
レ
被
レ
改
」
と
、
仁
和
四
年
の
例
に
基
づ
き
、

服
仮
の
人
で
あ
っ
て
も
供
奉
に
問
題
は
な
く
、
長
元
九
年
、
承
保
元
年
の

例
に
鑑
み
て
節
下
大
臣
・
次
第
司
長
官
の
交
代
は
不
可
と
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
中
右
記
』
の
著
者
で
あ
る
藤
原
宗
忠
は
、
服
仮
の
人
々

の
御
禊
へ
の
供
奉
を
、「
頗
不
二
穏
便
一
」
と
し
、
仁
和
以
降
の
観
念
の
変

化
と
長
元
・
承
保
の
時
代
的
違
い
を
述
べ
て
、
節
下
大
臣
・
次
第
司
長
官

を
変
更
す
べ
き
と
提
言
す
る
。
加
え
て
「
大
納
言
」
を
節
下
大
臣
の
代
役

と
し
た
際
の
吉
例
の
多
さ
を
述
べ
て
、
俊
房
・
雅
実
が
服
仮
の
間
は
大
納

言
の
代
行
が
適
切
と
す
る
。
ま
た
、
服
と
仮
に
差
が
あ
る
旨
を
述
べ
る
。

　

こ
れ
ら
の
見
解
を
受
け
、
摂
政
・
藤
原
忠
実
は
、「
人
々
供
奉
有
レ
例
者
、

何
事
之
有
哉
、但
至
二
節
下
人
、次
第
司
長
官
一
者
、猶
可
レ
被
レ
改
歟
、」
と
、

供
奉
は
問
題
な
い
が
節
下
大
臣
と
次
第
司
長
官
は
改
め
る
べ
き
で
あ
る
か

と
の
見
解
を
述
べ
、
次
い
で
宗
忠
が
主
張
し
た
、
服
と
仮
の
重
み
の
違
い

を
二
人
の
明
法
博
士
に
諮
問
す
る
。

　

そ
の
後
、
蔵
人
弁
・
藤
原
顕
隆
を
以
て
上
記
の
詳
細
を
白
河
院
に
奏
上
。

戻
っ
て
き
た
顕
隆
は
（
お
そ
ら
く
白
河
院
の
指
示
に
よ
り
）
大
宰
権
帥
・

大
江
匡
房
に
も
こ
の
件
の
意
見
を
聴
取
し
て
お
り
、「
大
略
同
二
人
々
被
レ

申
旨
一
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
白
河
院
の
判
断
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

仁
和
例
已
往
古
事
、
頗
不
レ
叶
二
今
世
作
法
一
、
仮
内
人
々
供
二−

奉
御
禊
一

条
、
不
二
甘
心
一
思
食
也
、
是
非
二
遊
興
臨
幸
一
、
第
一
神
事
也
、

す
な
わ
ち
仁
和
の
例
は
古
す
ぎ
て
現
在
の
作
法
に
合
わ
ず
、
仮
中
の
人
々

が
御
禊
に
供
奉
す
る
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
、
遊
興
で
は
な
く
第
一
の
神

事
で
あ
る
、と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
「
強
尋
二
上
古
希
代
例
一
、

不
レ
可
レ
用
歟
」（
無
理
に
昔
の
珍
し
い
例
を
探
し
て
援
用
す
べ
き
で
は
な

い
）
と
し
、
節
下
は
「
民
部
卿
可
二
勤
仕
一
」（
民
部
卿
（
＝
俊
明
）
が
務

め
る
べ
き
）
で
あ
り
、
他
の
役
職
も
み
な
交
代
、
服
仮
の
人
々
は
供
奉
し

て
は
な
ら
な
い
、
行
幸
に
供
奉
す
る
人
数
が
少
な
い
こ
と
よ
り
も
服
仮
の

人
々
が
多
く
供
奉
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
、
宗
忠
と

同
様
に
服
仮
時
の
供
奉
に
対
し
て
厳
し
い
見
解
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
一
連
の
流
れ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
俊
明
ら
議
定
に
参

加
し
た
複
数
の
公
卿
が
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
と
考
え
た
こ
と
が
、
最
終

的
に
は
白
河
院
の
強
い
意
向
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
白
河
院
が
自
ら
、
節
下
は
「
民
部
卿
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
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注
目
さ
れ
よ
う
。
宗
忠
の
意
見
で
は
「
大
納
言
」
と
す
る
の
み
で
、
個
別

の
名
は
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
俊
明
を
指
名
し
た
の

は
、
白
河
院
そ
の
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
御
禊
当
日
十
一
月
二
十
一
日
の
『
中
右
記
』
で
は
、「
節

下
右
大
将
就
二
旗
標
一
、 　少
納
言
家

隆
相
従
、

」
と
あ
っ
て
、
唐
突
に
節
下
大
臣
役
を
民

部
卿
・
俊
明
で
は
な
く
、
右
大
将
、
す
な
わ
ち
藤
原
家
忠
が
務
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

如
上
の
経
緯
を
『
御
禊
行
幸
服
餝
部
類注1
注

』
所
引
『
大
記
』
逸
文
で
、

抑
近
代
例
、
大
臣
人
多
為
二
節
下
一
、
而
左
府
籠
居
触
レ
穢
、
内
府
服
仮
、

仍
上
臈
大
納
言
民
部
卿
雖
レ
当
二
其
仁
一
、
在
レ
議
召
レ
之
、　

と
す
る
こ
と
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
も
早
く
山
本
和
明
氏
の
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

白
河
院
の
、
し
か
も
強
い
意
向
を
覆
せ
る
の
は
院
本
人
の
更
に
強
い
意

向
の
他
に
な
く
、
家
忠
を
「
召
」
す
と
い
う
変
更
を
白
河
院
に
な
さ
し
め

た
「
議
」
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
匡
房
の
「
大
略
同
」
意
見
の
他
と

の
違
い
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
匡
房
・
顕
隆
を
含
む

関
係
者
が
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
交
代
に
関
与
し
て
い
た
の
か
。
諸
記
録
に

は
具
体
的
な
説
明
が
見
え
ず
詳
細
は
謎
で
あ
る
。

　

対
し
て
こ
れ
ら
の
謎
を
説
明
す
る
の
が
、『
続
古
事
談
』
巻
二
第

二
十
九
話
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、『
続
古
事
談
』
巻
二

第
二
十
九
を
読
み
解
く
こ
と
と
は
、
既
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の

謎
を
考
察
し
、
ま
が
り
な
り
に
も
解
く
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

３
．
先
行
研
究
の
確
認

　

で
は
、
先
行
す
る
諸
研
究
で
は
、『
続
古
事
談
』
巻
二
第
二
十
九
話
を

ど
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
二
十
九
話
を
最
初
期
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、

既
に
触
れ
た
『
続
古
事
談
注
解
』
に
お
け
る
山
本
和
明
氏
の
考
察
が
挙
げ

ら
れ
る注注
注

。
山
本
氏
は
、
当
該
話
形
成
の
背
景
と
し
て
白
河
院
と
匡
房
の
親

密
さ
を
指
摘
し
、
そ
の
上
で
、
当
該
話
に
見
ら
れ
る
匡
房
の
つ
ぶ
や
き
に

つ
い
て
、『
水
左
記
』
永
保
二
年
十
二
月
十
九
日
条
に
見
え
る
、
源
俊
房
・

顕
房
兄
弟
の
任
右
大
臣
に
つ
い
て
の
白
河
院
の
諮
問
に
対
し
て
、
匡
房
が

顕
房
の
国
守
経
験
を
理
由
に
俊
房
を
推
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
先
例
に
な

ら
っ
て
受
領
経
験
者
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
匡
房
に
働
い
た
も
の
と

す
る
。

　

以
後
、
お
う
ふ
う
本
『
続
古
事
談注1
注

』、
新
大
系
本
『
続
古
事
談注1
注

』
で
も
、

こ
の
捉
え
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
荒
木
浩
氏
は
、
当
該
話
を
『
続
古
事
談
』
に
し

ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
勧
修
寺
氏
の
、
氏
長
者
を
め
ぐ
る
一
族
内
の
相

克
を
背
景
に
、
顕
隆
の
人
間
性
を
批
判
す
る
意
図
を
持
つ
も
の
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
匡
房
の
「
も
の
い
ひ
あ
し
き
人
」
と
い
う
表
現
は
、
議
定
に

参
加
し
た
公
卿
に
匡
房
の
認
識
を
「
大
略
同
」
と
伝
え
そ
の
真
意
を
伝
え

き
れ
な
か
っ
た
担
当
の
弁
官
と
し
て
の
顕
隆
へ
の
批
判
と
し
て
作
用
す
る

と
す
る注1
注

。

　

こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
首
肯
す
べ
き
と
こ
ろ
は
多
い
。

　

そ
の
上
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
場
合
分
け
を
も
と
に
、
当
該
話
を
考

察
す
る
。

　

な
ん
と
な
れ
ば
「
匡
房
」
が
実
際
に
は
何
を
言
っ
た
の
か
、
ま
た
こ
の
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言
葉
が
真
実
白
河
院
を
動
か
し
た
原
因
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
二
つ
の

条
件
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、『
続
古
事
談
』
巻
二
第
二
十
九
話
は
大

き
く
性
質
を
違
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

４
．『
続
古
事
談
』
巻
二
第
二
十
九
話
の
読
解

　

前
章
末
で
述
べ
た
観
点
に
従
い
、
当
該
話
が
内
包
す
る
い
く
つ
か
の

ケ
ー
ス
に
沿
っ
て
当
該
話
の
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
す
る
。

　

第
一
の
ケ
ー
ス
は
、
匡
房
が
実
際
に
「
五
代
太
政
大
臣
の
子
孫
な
る
右

大
将
を
お
き
て
受
領
へ
た
る
民
部
卿
こ
の
事
を
つ
と
む
、
心
得
ず
」
と
つ

ぶ
や
き
、
そ
れ
を
白
河
院
が
受
け
入
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。

　

実
は
こ
の
匡
房
と
白
河
院
の
間
接
的
な
や
り
取
り
を
受
け
て
想
起
さ
れ

る『
続
古
事
談
』と
ほ
ぼ
同
時
期
に
著
さ
れ
た
書
物
が
あ
る
。
慈
円
の『
愚

管
抄
』
で
あ
る
。

　
『
愚
管
抄
』
巻
四
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

九
条
ノ
右
丞
相
ノ
子
ナ
レ
ド
モ
公
季
ヲ
モ
ヒ
モ
ヨ
ラ
デ
、
ソ
ノ
子
ム
マ

ゴ
実
成
、
公
成
、
実
季
ト
五
代
マ
デ
タ
ヱ
ハ
テ
ヽ
、
ヒ
ト
エ
ノ
凡
夫
ニ

フ
ル
マ
イ
テ
代
々
ヲ
ヘ
テ
、
摂
政
ニ
ハ
サ
ヨ
ウ
ノ
人
ノ
イ
ル
ベ
キ
ホ
ド

ノ
ツ
カ
サ
カ
ハ
。

こ
の
一
節
が
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
二
十
九
話
に
お
け
る
匡
房
の
発
言
と

重
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
閑
院
流
の
藤
原
公
実
が
あ

る
時
、新
天
皇
の
外
戚
た
る
こ
と
理
由
に
摂
政
の
地
位
を
望
ん
だ
こ
と
を
、

後
に
『
愚
管
抄
』
の
著
者
・
慈
円
が
批
評
し
た
言
で
あ
る
。
そ
の
上
で
こ

の
発
言
の
内
容
を
慈
円
は
「
サ
ル
事
ハ
又
ム
カ
シ
モ
イ
マ
モ
ア
ル
コ
ト
ナ

ラ
ズ
ト
、
親
疎
、
遠
近
、
老
小
中
年
、
貴
賤
上
下
、
思
ヒ
タ
ル
コ
ト
」
と

し
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
実
が
摂
政
を

望
ん
だ
こ
と
を
「
イ
サ
ヽ
カ
モ
ヲ
ボ
シ
メ
シ
ハ
ヅ
ラ
ウ
ハ
ア
サ
マ
シ
キ
コ

ト
カ
ナ
ト
思
ヒ
ケ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」（
少
し
で
も
思
い
悩
ま
れ
る
の
は
お
か

し
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
）
と
続
け
る
。

　

実
は
右
の
傍
線
部
で
「
オ
ボ
シ
メ
シ
ハ
ヅ
ラ
」
っ
た
人
物
こ
そ
は
白
河

院
で
あ
り
、「
思
ヒ
ケ
」
る
人
物
は
源
俊
明
そ
の
人
で
あ
る
。

　

公
実
が
摂
政
を
望
ん
だ
「
あ
る
時
」
と
は
『
続
古
事
談
』
巻
二
第

二
十
九
話
の
一
年
前
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
七
月
十
九
日
の
鳥
羽
天

皇
践
祚
の
際
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
公
実
の
望
み
を
阻
み
忠
実
の
摂
政
就
任

の
立
役
者
と
な
っ
た
の
が
、
俊
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、『
愚
管
抄
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
俊
明
自
身
は
、
公
実
の

懇
望
に
思
い
悩
み
三
重
に
通
路
を
封
鎖
し
て
寝
込
ん
で
い
た
白
河
院
の
寝

所
へ
、
院
の
別
当
と
し
て
封
鎖
を
解
か
せ
て
出
向
き
、
践
祚
の
子
細
を
ど

う
す
る
か
尋
ね
、「
摂
政
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
」
と
口
を
開
い
た

白
河
院
が
続
け
て
「
無
二
左
右
一
如
レ
元
ト
コ
ソ
ハ
ア
ル
ベ
ケ
レ
」（
当
然

元
通
り
で
あ
る
べ
き
だ
）
と
述
べ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
声
高
く
返
事
を
し

て
、
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず
に
退
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
俊
明
の
動
き
は
、『
殿
暦注1
注

』
嘉
承
二
年
七
月

十
九
日
条
に
、

午
了
許
内
府
並
民
部
卿
余
相
示
云
、
於
レ
今
者
可
レ
申
レ
院
者
、
仍
此
由

令
レ
申
、
其
次
御
譲
位
之
由
同
申
レ
之
、
雖
レ
然
無
二
御
返
事
一
、
数
度

奏
二
此
由
一
、雖
レ
然
全
無
二
御
返
事
一
、
余
不
レ
及
レ
力
、
仍
暫
下
二
宿
所
一
、

暫
休
息
之
間
及
二
酉
時
許
一
、
而
間
民
部
卿
来
二
宿
所
一
云
、
法
皇
云
、
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為
二
摂
政
一
御
譲
位
事
可
二
勤
行
一
者
、
又
内
府
相
共
先
帝
御
沙
汰
可
二
量　

行
一
者
、
余
着
直
衣
・
冠
等
相
合
、
敬
申
レ
承
由
奏
了
、

『
中
右
記
』
同
日
条
に
、

　

已
及
二
未
一
点
一
、
大
僧
正
被
二
退
去
一
、（
中
略
）
此
間
民
部
卿
被
レ
申
二

殿
下
一
云
、
天
下
大
事
為
二
之
如
何
一
、
殿
下
（「
仰
云
」
ノ
二
字
脱
カ
・
舩
城
）
早
可
レ

申
レ
院
也
、
璽
剣
其
沙
汰
欲
レ
随
二
法
王
仰
一
者
、
民
部
卿
則
参
レ
院
被
レ

奏
之
処
、
法
王
凡
前
後
不
二
知
給
一
、
左
右
無
レ
仰
之
由
、
付
二
下
官
一
被

レ
申
二
殿
下
一
、
仍
万
事
不
レ
被
二
仰
下
一
也
、（
中
略
）
申
時
許
、
民
部
卿

奉
二
院
宣
一
被
レ
参
云
、

幼
主
未
親
万
機
之
間
、
右
大
臣
藤
原
朝
臣
令
二
摂
政
一
、
璽
剣
被
レ
渡
二

新
君
一
事
、
早
任
レ
例
可
二
沙
汰
一
者
、（
後
略
）

と
見
え
る
。
こ
れ
ら
に
言
う
民
部
卿
が
俊
明
で
あ
る
か
ら
、
午
の
刻
か
ら

酉
の
刻
／
未
の
刻
か
ら
申
の
刻
と
、
事
の
開
始
か
ら
決
着
ま
で
最
大
二
時

間
の
差
が
あ
る
も
の
の注1
注

、「
無
二
御
返
事
一
」「
左
右
無
レ
仰
」
と
、と
も
に
『
愚

管
抄
』
の
叙
述
よ
り
も
俊
明
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
白
河
院
の
反
応
が
鈍

く
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
質
問
と
返
事
の
み
の
白
河

院
と
俊
明
の
や
り
取
り
は
、こ
と
を
清
ら
か
に
言
お
う
と
す
る
『
愚
管
抄
』

の
文
飾
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
再
び
こ
の
事
件
に
関
す
る
『
愚
管
抄
』
の
評
を

見
れ
ば
、「
思
ヒ
ケ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
な
が
ら
も
、
俊
明
の
思
惟
で
あ

る
は
ず
の
も
の
を
、「
親
疎
、
遠
近
、
老
小
中
年
、
貴
賤
上
下
、
思
ヒ
タ

ル
コ
ト
」
と
述
べ
、
し
か
も
「
コ
ノ
物
語
ハ
ミ
ソ
カ
ゴ
ト
ニ
テ
、
ウ
チ
マ

カ
セ
テ
世
ノ
人
ノ
シ
リ
テ
サ
タ
ス
ル
事
ニ
テ
ハ
侍
ラ
ヌ
ナ
メ
リ
」（
こ
の

話
は
密
事
で
あ
っ
て
表
立
っ
て
世
人
の
知
っ
て
噂
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
）
と
し
つ
つ
も
、「
ア
マ
ネ
キ
口
外
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ド
モ
カ
ク
コ
ソ
申

シ
ツ
タ
ヘ
タ
レ
」（
一
般
に
口
外
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
が
こ
う
伝
わ
っ

て
い
る
）
と
、
暗
に
こ
の
事
件
に
お
け
る
俊
明
の
働
き
が
語
り
継
が
れ
た

こ
と
、「
五
代
マ
デ
タ
ヱ
ハ
テ
ヽ
…
…
」
と
い
う
認
識
が
一
般
に
流
布
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
認
識
は
、
そ
の
通
り
発
せ
ら
れ
な
い
ま

で
も
、
そ
れ
に
近
い
情
報
を
含
ん
だ
内
容
が
俊
明
か
ら
白
河
院
に
向
け
て

伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
二
十
九
話
の

匡
房
の
発
言
を
見
れ
ば
、
そ
の
言
の
辛
辣
さ
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
ほ
と
ん

ど
痛
罵
と
言
っ
て
よ
い
。

　

匡
房
の
こ
の
言
は
、
従
前
の
外
戚
と
い
う
立
場
に
よ
っ
て
摂
政
を
望
ん

だ
大
納
言
・
公
実
の
摂
政
就
任
を
阻
み
、
摂
関
家
と
い
う
出
自
に
よ
っ
て

忠
実
を
摂
政
へ
と
導
い
た
大
納
言
・
俊
明
を
、
一
の
大
納
言
と
い
う
立
場

で
は
な
く
、
五
代
太
政
大
臣
の
子
孫
／
受
領
を
務
め
た
民
部
卿
と
い
う
出

自
・
家
柄
の
差
を
理
由
に
節
下
の
大
臣
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
す
も
の
で

あ
っ
て
、
正
し
く
俊
明
自
身
に
俊
明
の
仕
打
ち
を
被
ら
せ
る
、
竹
篦
返
し

と
言
え
る
。
匡
房
の
こ
の
所
為
は
巧
み
に
言
葉
を
操
り
他
者
を
批
判
す
る

点
で
、
い
わ
ゆ
る
「
物
云
ひ注1
注

」
に
属
す
る
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
言

の
背
景
に
は
、
当
然
俊
明
の
み
な
ら
ず
忠
実
へ
の
反
感
が
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
こ
の
前
後
の
時
期
の
忠
実
に
は
反
感
・
反
発
か
ら
の
様
々
な
仕

打
ち
が
な
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
例
え
ば
、『
今
鏡
』
に
は
、
堀
川
天
皇

崩
御
に
先
立
つ
嘉
承
二
年
正
月
、
忠
実
の
任
関
白
大
臣
の
大
饗
の
際
、
内

大
臣
・
源
雅
実
が
大
臣
を
恒
例
と
す
る
尊
者
と
し
て
招
か
れ
な
が
ら
現
れ
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ず
、
そ
れ
を
知
っ
た
四
条
宮
・
藤
原
寛
子
が
「
む
げ
に
く
だ
り
た
る
か
な
」

と
嘆
い
た
と
い
う
逸
話
を
収
め
る注1
注

。
な
お
こ
の
時
、
代
理
の
尊
者
を
務
め

た
の
は
、
や
は
り
大
臣
な
ら
ざ
る
俊
明
で
あ
っ
た
。

　

寛
子
の
言
う
「
く
だ
り
た
る
」
世
情
は
、
生
母
が
内
親
王
で
摂
関
家
を

外
戚
と
せ
ず
、
藤
原
頼
通
と
対
立
し
て
藤
原
氏
の
力
を
削
ぐ
こ
と
に
注
力

し
た
後
三
条
天
皇
の
下
で
胚
胎
し
、
続
く
白
河
・
堀
河
と
三
代
に
渡
り
育

ま
れ
た
。
こ
の
後
三
条
天
皇
の
東
宮
学
士
か
ら
側
近
と
し
て
立
身
し
、
後

三
条
・
白
河
・
堀
河
三
代
の
帝
師
と
な
っ
て注1
注

、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た

の
が
大
江
匡
房
で
あ
る
。

　

ま
た
、
忠
実
の
父
・
師
通
の
死
後
、
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
十
二
月
、

二
十
八
歳
の
若
さ
で
忠
実
が
関
白
右
大
臣
と
な
る
ま
で
六
年
間
、
関
白
が

置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

11
注と

に
よ
る
摂
関
家
の
家
勢
の
衰
退
も
「
く
だ
り

た
る
」
世
の
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、忠
実
の
関
白
、

次
い
で
俊
明
が
導
い
た
摂
政
へ
の
就
任
は
、
敵
対
者
た
ち
が
よ
う
や
く
に

削
り
取
っ
た
摂
関
家
の
勢
力
の
復
活
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
俊
明
は
そ

れ
を
お
膳
立
て
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

忠
実
の
敵
対
者
た
ち
の
間
に
は
、
忠
実
と
、
融
和
的
姿
勢
で
院
の
近
臣

で
あ
り
つ
つ
忠
実
を
摂
政
に
就
か
し
め
た
俊
明
に
対
す
る
不
満
と
反
感
が

渦
巻
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
を
皮
肉
の
形
で
匡
房
が

あ
え
て
口
に
し
た
こ
と
の
機
微
を
白
河
院
が
感
じ
取
り
、
節
下
大
臣
の
交

代
を
行
っ
た
と
、
こ
の
第
一
の
ケ
ー
ス
で
は
読
み
解
き
う
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
言
の
辛
辣
さ
を
自
覚
し
て
い
た
ゆ
え
に
、
匡
房
は
院
と

匡
房
を
取
り
次
い
だ
顕
隆
に
そ
の
責
を
転
嫁
し
韜
晦
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
場
合
、
当
該
話
の
最
終
的
な
焦
点
は
、
匡
房
の
弁
舌
と
人
格
に
あ

た
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

で
は
第
二
の
ケ
ー
ス
、
匡
房
が
「
五
代
太
政
大
臣
の
子
孫
な
る
右
大
将

を
お
き
て
受
領
へ
た
る
民
部
卿
こ
の
事
を
つ
と
む
、
心
得
ず
」
と
つ
ぶ
や

い
た
事
実
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顕
隆
が
そ
の
よ
う
に
流
布
さ
せ
た

と
い
う
場
合
で
は
ど
う
な
る
か
。

　

匡
房
の
つ
ぶ
や
き
の
意
味
は
表
面
上
変
わ
ら
な
い
。

　

し
か
し
今
度
は
、
俊
明
・
忠
実
に
向
け
て
の
攻
撃
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
き
つ
い
皮
肉
を
口
に
し
か
ね
な
い
匡
房
の
慳
貪
さ
あ

る
い
は
狷
介
さ
を
も
露
わ
に
す
る
も
の
と
な
る
。

　

実
際
、
匡
房
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
出
し
か
ね
な
い
人
物
で
あ
っ

た
。
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
源
俊
房
・
源
顕
房
兄
弟
が
右
大
臣

を
争
っ
た
際
、受
領
経
験
を
理
由
に
顕
房
を
退
け
た
の
が
匡
房
で
あ
っ
た
。

　

ま
し
て
忠
実
の
関
白
就
任
直
後
の
長
治
三
年
（
一
一
〇
六
）
三
月
十
一

日
の
除
目
で
、
匡
房
は
二
度
目
の
大
宰
権
帥
に
任
ぜ
ら
れ
、
中
納
言
を
辞

し
て
い
る
。
こ
の
大
宰
権
帥
へ
の
補
任
が
、
匡
房
に
と
っ
て
少
な
く
と
も

快
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
匡
房
は
足
の

病
に
よ
り
大
宰
府
に
赴
任
せ
ず
自
宅
に
籠
居
し
て
お
り
、
天
仁
元
年
段
階

で
は
社
会
問
題
化
す
ら
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
天
仁
元
年
三
月
、
大
宰
府
で
神
民
の
蜂
起
と
盗
賊
の
跋
扈
に
よ

り
放
火
、
殺
人
が
頻
発
と
の
報
が
朝
廷
に
も
た
ら
さ
れ
た
際
、『
中
右
記
』

で
は
、
匡
房
が
権
帥
に
任
じ
ら
れ
た
後
、
三
年
間
大
宰
府
に
下
向
し
な
い

こ
と
が
騒
乱
の
原
因
で
あ
り
、
し
か
も
罰
せ
ら
れ
ず
、
今
騒
乱
へ
の
対
応

が
陣
定
に
付
せ
ら
れ
た
の
は
、「
為
二
朝
家
一
誠
以
不[

便]

也
、
匡
房
所
レ

為
不
二
穏
便
一
歟
」（
国
家
の
た
め
に
誠
に
問
題
で
あ
り
、
匡
房
の
所
行
は

妥
当
で
な
い
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
天
仁
元
年
三
月
五
日
条
）。

　

そ
の
混
乱
の
生
々
し
い
天
仁
元
年
十
月
、
忠
実
、
そ
し
て
俊
明
に
、
意
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趣
を
持
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
、と
世
の
人
に
思
わ
せ
る
も
の
が
、

匡
房
に
は
あ
っ
た
。
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
当
該
話
に
現
れ
る
「
人
」
は
、「
誠

に
さ
や
い
は
れ
け
る
」
と
問
う
た
わ
け
で
あ
る
。
可
能
性
が
な
け
れ
ば
問

う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
非
常
に
微
妙
な
匡
房
の
有
様
を
も
第
二

の
ケ
ー
ス
で
は
描
き
だ
す
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
件
の
皮
肉
は
、
世
の
人
の
視
線
を
剔
出
し
、
そ
の

視
線
を
も
っ
て
忠
実
・
俊
明
・
匡
房
を
撫
で
斬
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
顕
隆
が
流
布
さ
せ
た
と
す
る
な
ら
ば
、誠
に
匡
房
が
言
う
よ
う
に
、

「
蔵
人
弁
顕
隆
、
も
の
い
ひ
あ
し
き
人
な
り
」
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
場
合
、
当
該
話
は
匡
房
を
す
ら
鼻
白
ま
せ
る
顕
隆
の
弁
舌
・
人
格

に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
一
・
第
二
の
ケ
ー
ス
の
ど
ち
ら
が
よ
り
適
す
る
か
は
、
な
お
今
後
の

検
討
を
必
要
と
す
る
が
、ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
、当
該
話
が
い
わ
ゆ
る
「
物

言
ひ
」
譚
の
形
式
を
と
り
つ
つ
、
当
時
の
政
治
状
況
を
鋭
く
批
評
す
る
性

格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

５
．
俊
明
交
代
の
も
う
一
つ
の
可
能
性

　

如
上
の
よ
う
に
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
を
読
ん
だ
上
で
、
再

度
当
該
話
を
眺
め
る
に
、
な
お
第
二
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
明
ら
か
で
な
い

点
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

そ
れ
は
、
匡
房
が
「
五
代
太
政
大
臣
の
…
」
と
い
う
つ
ぶ
や
き
を
発
し

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
白
河
院
が
俊
明
を
退
け
た
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
如

何
な
る
「
議
」
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
そ
の
内
容
を
語
る
資
料
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
以
上
、
本
来

知
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
推
測
を
示
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

状
況
証
拠
に
基
づ
く
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
こ
れ
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

鳥
羽
院
御
禊
の
節
下
の
大
臣
役
を
決
定
す
る
、
最
終
決
定
権
者
が
白
河

院
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

　

こ
の
白
河
院
が
、
伊
勢
神
宮
の
神
職
の
長
で
あ
る
祭
主
を
尊
重
し
重
視

し
た
こ
と
は
、
繰
り
返
し
『
続
古
事
談
』
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
例
え
ば
、
巻
一
第
十
三
話
で
は
、
政
務
に
飽
い
た
白
河
院
の
意
欲

を
取
り
戻
す
た
め
に
祭
主
の
名
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
伊
勢
神
宮

こ
そ
は
白
河
院
の
泣
き
所
で
あ
っ
た
。

　

翻
っ
て
大
嘗
会
儀
礼
で
も
祭
主
初
め
大
中
臣
氏
の
神
職
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
。

　

白
河
院
が
鳥
羽
天
皇
大
嘗
会
儀
礼
に
お
い
て
祭
主
を
厚
く
遇
し
た
こ
と

は
、
大
嘗
会
直
後
、
祭
主
・
大
中
臣
親
定
が
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と

を
、
藤
原
宗
忠
が
「
祭
主
叙
二
三
位
一
、
希
代
勝
事
也
、
長
元
比
輔
親
以
後
、

此
事
久
絶
也
」
と
す
る
こ
と
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。（『
中
右
記
』
天
仁
元

年
十
一
月
二
十
日
条
）。

　

勿
論
、
御
禊
儀
礼
で
も
大
中
臣
氏
は
神
祇
官
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
当
日
は
祭
主
・
親
定
が
伊
勢
神
宮
に
参
籠
し
て
祈
り
を
捧

げ
、
神
祇
少
副
の
大
中
臣
輔
清
が
儀
式
で
「
御
麻
」
を
扱
っ
て
い
る1注
注

。

　

ま
た
、
御
禊
の
装
束
司
長
官
で
あ
っ
た
宗
忠
は
、
天
仁
元
年
十
月
五
日
、

御
禊
当
日
の
成
功
を
祈
っ
て
伊
勢
に
向
か
っ
て
遥
拝
を
行
っ
て
お
り（『
中

右
記
』
同
日
条
）、
御
禊
が
伊
勢
神
宮
に
属
す
る
儀
礼
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
白
河
院
に
、
俊
明
が
伊
勢
神
宮
に
と
っ
て
不
都

合
な
認
識
を
有
す
る
こ
と
を
告
げ
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

　

実
は
、大
江
匡
房
の
言
談
を
ま
と
め
た
『
江
談
抄
』
の
一
本
、『
水
言
鈔
』
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の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る11
注

。

又
問
云
。
熊
野
三
所
権
現
本
縁
如
何
。
答
レ
被
云
。
熊
野
三
所
伊
勢
大

神
宮
御
自
身
云
々
。
本
宮
並
新
宮
大
神
宮
也
。
那
智
荒
祭
。
又
大
神

宮
救
世
観
音
御
変
身
云
々
。
此
事
民
部
卿
俊
明
所
レ
被
レ
談
也
云
々
。

（
訓
点
、
原
文
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
伊
勢
神
宮
と
紀
伊
の
熊
野
神
社
の
祭
神
は
同
体
で
あ
る

と
の
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
述
べ
た
の
が
俊
明
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
条
は
、
伊
勢
熊
野
同
体
説
と
呼
ば
れ
る
伊
勢
・
熊
野
に
関
す
る
院

政
期
の
思
潮
を
物
語
る
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
。
通
説
で
は
匡

房
が
俊
明
を
尊
重
し
た
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
に
語
り
残
し
た
と
さ
れ
る11
注

。

　

し
か
し
こ
れ
は
、単
純
に
俊
明
を
尊
重
し
た
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
こ
の
説
が
同
時
代
的
に
特
異
な
説
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
語
り
残

し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

当
然
で
あ
る
が
、
伊
勢
神
宮
側
に
と
っ
て
他
所
の
神
が
自
社
の
神
と
同

体
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
、
権
威
と
権
益
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ

て
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
認
識
を
有
す
る
人
間
が
、
節
下
を
務
め
る
こ
と
を
、
伊
勢

あ
る
い
は
白
河
院
が
肯
ん
じ
得
な
か
っ
た
こ
と
が
「
議
」
の
正
体
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
俊
明
が
突
然
不
適
任
と
さ
れ
る
こ
と
も
理
解
し
う
る
。

　

で
は
、
誰
が
そ
の
俊
明
の
認
識
を
白
河
院
に
伝
え
た
の
か
。
伊
勢
側
か

ら
言
い
出
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
最
も
有
力
な
の
は
匡
房
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。『
江
談
抄
』
の
成
立
の
最
下
限
を
匡
房
没
の
天
永
二
年

（
一
一
一
一
）
と
す
れ
ば
、
鳥
羽
大
嘗
会
の
天
仁
元
年
は
わ
ず
か
そ
の
三

年
前
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
同
時
代
の
こ
と
と
し
て
、
俊
明
の
伊
勢
熊
野
同

体
説
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
白
河
院

と
匡
房
の
間
を
取
り
次
い
だ
顕
隆
の
役
割
を
改
め
て
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。

　

た
だ
し
、
伊
勢
熊
野
同
体
説
を
背
景
と
し
て
『
続
古
事
談
』
巻
二
第

三
十
九
話
を
読
み
う
る
と
す
れ
ば
、
同
体
説
の
詳
細
を
『
続
古
事
談
』
編

者
が
知
っ
て
い
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
長
寛
勘
文
』
と
の
関
わ
り
か
ら
、
そ
れ
が
あ
り
得

た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

伊
勢
熊
野
同
体
説
は
、
後
、
長
寛
年
間
に
な
っ
て
、
朝
廷
で
大
問
題
と

な
り
、
当
否
を
問
う
た
め
識
者
等
へ
の
諮
問
が
な
さ
れ
、
勘
文
（
上
申
書
）

が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
長
寛
勘
文
』
で
あ
る
。

　

こ
の
『
長
寛
勘
文
』
の
諸
本
の
う
ち
、
石
清
水
本
（
石
清
水
田
中
家
所

蔵
『
太
神
宮
与
熊
野
山
同
体
否
諸
家
勘
文注2
注

』）
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
公
卿
勘
文
群
を
収
載
す
る
が
、
こ
の
中
に
藤
原
光
頼
（
為

房
曾
孫
）、
顕
時
（
為
房
孫
）、
顕
長
（
為
房
孫
）、
親
隆
（
為
房
子
）
ら

勧
修
寺
流
の
人

1々1
注

の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
（
た
だ
し
光
頼
の
勘
文
は
本

文
を
欠
く
）。

　

特
に
顕
長
勘
文
に
つ
い
て
、
川
尻
秋
生
氏
は
、「
他
の
公
卿
た
ち
が
言

を
左
右
に
し
て
明
言
し
な
い
か
中
原
業
倫
の
説
に
加
担
す
る
中
に
あ
っ

て
、
顕
長
の
み
は
伊
勢
と
熊
野
は
同
体
で
は
無
」
い
こ
と
を
明
確
に
述
べ

て
い
る
と
し
、
そ
の
所
以
を
顕
隆
の
影
響
に
求
め
て
い
る11
注

。

　

ま
た
、『
長
寛
勘
文
』
の
担
当
の
弁
官
が
、
同
じ
く
勧
修
寺
流
で
『
続

古
事
談
』
中
に
繰
り
返
し
逸
話
が
語
ら
れ
る
藤
原
長
方
で
あ
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
よ
う11
注

。
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伊
勢
熊
野
同
体
説
は
勧
修
寺
流
に
と
っ
て
、
共
通
か
つ
重
要
な
思
想
的

あ
る
い
は
政
治
的
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

既
に
若
干
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、『
続

古
事
談
』
編
者
を
藤
原
氏
勧
修
寺
流
に
属
す
る
者
と
す
る
見
解
が
有
力
で

あ
る11
注

。
こ
と
に
長
方
の
子
長
兼
は
『
続
古
事
談
』
編
者
に
擬
す
説
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
、『
続
古
事
談
』
編
者
に
お
い
て
も
ま
た
、
伊
勢
熊
野
同
体
説

に
関
す
る
詳
細
を
知
悉
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
顕
時
勘
文
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

其
間　

白
河
院
御
時
、
匡
房
卿
令
レ
申
二
此
旨
一
之
由
、
有
二
沙
汰
一
歟
。

備
二
顧
問
一
之
輩
定
注
置
歟
、
可
レ
被
レ
相
二ｰ
尋
彼
宛
等
一
歟

（
訓
点
、
原
文
）

こ
れ
は
、
正
確
な
時
点
は
不
明
で
あ
る
が
白
河
院
の
時
代
に
、
匡
房
が
伊

勢
熊
野
同
体
説
に
つ
い
て
の
発
言
・
勘
申
等
を
行
っ
て
お
り
、
朝
廷
あ
る

い
は
白
河
院
と
そ
の
見
解
の
共
有
が
な
さ
れ
た
、
と
「
沙
汰
」
さ
れ
語
ら

れ
て
い
た
と
、
顕
時
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

　

加
え
て
、
件
の
「
在
レ
議
召
レ
之
」
の
「
議
」
に
関
し
て
記
述
す
る
『
大

記
』
が
、『
為
房
卿
記
』
の
別
名
で
あ
っ
て
、
為
房
が
事
の
詳
細
を
知
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
と
勧
修
寺

流
の
関
わ
り
を
補
強
す
る
。

　

伊
勢
熊
野
同
体
説
を
俊
明
交
代
の
背
景
と
し
た
『
続
古
事
談
』
巻
二
第

三
十
九
話
の
読
解
を
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に　

　

以
上
、『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
で
語
ら
れ
る
白
河
院
が
節
下

大
臣
と
し
て
俊
明
を
退
け
、
家
忠
を
用
い
た
事
件
の
謎
を
た
ど
っ
て
き
た

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
鳥
羽
朝
の
、
あ
る
い
は
院
政
期
を
通

じ
て
の
〈
ま
つ
り
ご
と
〉
を
め
ぐ
る
様
々
な
思
惑
・
事
情
が
あ
る
。

　

事
件
の
端
は
、
二
十
九
歳
で
の
堀
河
天
皇
の
崩
御
と
、
鳥
羽
天
皇
の
五

歳
で
の
践
祚
に
発
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
子
の
夭
折
に
衝
撃
を
受
け
な
が

ら
も
、
廷
臣
を
御
し
、
孫
の
即
位
を
し
て
十
全
た
ら
し
め
ん
と
腐
心
し
、

王
家
の
存
続
を
図
る
、
白
河
院
の
苦
衷
・
苦
闘
も
思
惑
・
事
情
の
う
ち
に

数
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
思
惑
・
事
情
の
重
な
り
を
背
景
と
す
る
『
続
古
事
談
』
巻

二
第
三
十
九
話
の
読
み
の
可
能
性
の
広
範
さ
は
、『
続
古
事
談
』
が
ど
の

よ
う
な
ア
ン
グ
ル
に
立
っ
て
読
む
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
を
も
併
せ
て
物
語
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
グ
ル
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
を
、『
続
古
事
談
』
編
者
は
問

い
か
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

逆
に
言
え
ば
、『
続
古
事
談
』
の
編
者
と
そ
の
想
定
読
者
は
、
知
的
文

脈
を
共
有
し
、
読
者
は
容
易
に
は
表
面
に
現
れ
な
い
ア
ン
グ
ル
を
自
在
に

定
め
得
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、『
続
古
事
談
』
編
者
を
藤
原
氏
勧
修
寺
流
の

何
者
か
に
擬
す
る
先
行
諸
研
究
の
蓋
然
性
は
更
に
そ
の
度
合
い
を
増
し
た

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
本
稿
で
の
検
討
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
範
囲
に
お
い

て
は
、
為
隆
・
顕
隆
以
外
の
、
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
指
摘
の
な
い
、
長
隆
・

親
隆
・
朝
隆
ら
の
裔
─
そ
れ
は
下ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

野
守
行
長
周
辺
を
含
み
込
む
─
に
『
続
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古
事
談
』編
者
を
求
め
る
可
能
性
を
残
す
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

既
に
論
ず
る
に
紙
幅
な
く
、
次
稿
以
降
に
俟
ち
た
い
。

　

ひ
と
ま
ず
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三
十
九
話
が
、
鳥
羽
天
皇
御
禊
に
関

わ
っ
て
、
匡
房
あ
る
い
は
顕
隆
が
「
物
言
ひ
」
で
も
っ
て
俊
明
を
追
い
込

む
姿
を
描
く
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
に
あ
る
藤
原
忠
実
の
摂
政
就
任
を
含

む
院
政
期
の
政
治
状
況
を
鋭
く
批
評
す
る
収
載
話
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
本
稿
の
結
論
と
す
る
。

　
　

注

注
１　
「「
ざ
え
（
漢
才
）」
に
対
し
て
、
日
本
人
固
有
の
知
恵
・
才
覚
ま
た
は
思

慮
分
別
を
い
う
。
学
問
・
知
識
に
対
す
る
実
務
的
な
、
あ
る
い
は
実
生

活
上
の
才
知
、
能
力
。」（「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」、『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
二
版
第
十
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）

注
２　

髙
橋
秀
樹 

編
『
新
訂 

吉
記
』
本
文
編
（
日
本
史
史
料
叢
刊
、和
泉
書
院
、

二
〇
〇
二
）

注
３　

岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀 

校
注
『
愚
管
抄
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩

波
書
店
、
一
九
六
七
）

注
４　

拙
稿
「
そ
の
外
た
ま
た
ま
貫
首
に
な
れ
り
─
『
続
古
事
談
』
巻
二
第
三

十
五
話
と
長
暦
の
争
拒
」（『
説
話
』
第
一
三
号
、
説
話
研
究
会
、
二
〇

一
九
）

注
５　

本
文
は
川
端
善
明
・
荒
木
浩 

校
注
『
古
事
談　

続
古
事
談
』（
新
日
本

古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
）
に
よ
る

注
６　

神
戸
説
話
研
究
会 

編
『
続
古
事
談
注
解
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
）

巻
二
第
三
十
九
話
注
釈

注
７　
『
中
右
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
天
仁
元
年
六
月
ま
で
は
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
編
『
中
右
記
』
一
～
七
・
別
冊
（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
～
二
〇
一
四
）
を
用
い
、
そ
れ
以
降
は
増
補
史
料
大
成
刊
行

会
『
中
右
記
』
三
～
七
（
増
補
史
料
大
成
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
～

一
九
八
〇
）
を
用
い
た

注
８　

井
上
光
貞
校
注
『
律
令
』（
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
）

注
９　

な
お
、
忠
実
の
言
談
『
中
外
抄
』
の
上
巻
十
八
話
で
は
、
触
穢
を
強
く

忌
む
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
後
朱
雀
院
の
時
と
す
る

注
10　

塙
保
己
一
『
群
書
類
従
』
第
六
輯
第
百
二
十
一
巻
（
経
済
雑
誌
社
、
一

九
〇
〇
）

注
11　

前
掲
注
６
書

注
12　

播
磨
光
壽
・
磯
水
絵
・
小
林
保
治
・
田
嶋
一
夫
・
三
田
明
弘
編
『
続
古
事
談
』

改
訂
版
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
）

注
13　

前
掲
注
５
書

注
14　

荒
木
浩
「
為
隆
と
顕
隆
─
勧
修
寺
流
藤
原
氏
と
『
続
古
事
談
』
─
」（『
語

文
』、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
三
）

注
15　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
殿
暦
』
一
～
七
（
大
日
本
古
記
録
、岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
～
一
九
七
〇
）

注
16　

な
お
、『
為
房
卿
記
』
同
日
条
（
黒
川
春
村 

編
『
歴
代
残
闕
日
記
』
巻

十
八
（
第
七
冊
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
）
で
は
「
晡
時
」（
日

暮
れ
時
）
と
す
る

注
17　
「
物
云
ひ
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
仏

教
的
背
景
─
巻
二
十
八
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』、
筑
波

大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
四
・
八
）、
小
峯
和
明
「
笑
う
声
─
笑
話

の
位
相
」（『
説
語
の
声
─
中
世
世
界
の
語
り
・
歌
・
笑
い
』、
新
躍
社
、
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二
〇
〇
〇
所
収
）
等
参
照

注
18　

榊
原
邦
彦
・
藤
掛
和
美
・
塚
原
清 

編
『
今
鏡
─
本
文
及
び
総
索
引
』（
笠

間
書
院
、
一
九
八
四
）

注
19　
『
公
卿
補
任
』
寛
治
二
年
条
。
本
文
は
、
黒
板
勝
美
編
『
公
卿
補
任
』
一

～
四
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
～
一
九
三
九
）

注
20　

前
掲
注
19
書

注
21　

前
掲
注
７
天
仁
元
年
十
月
二
十
一
日
条

注
22　

江
談
抄
研
究
会
『
古
本
系 
江
談
抄
注
解
』（
明
治
書
院
、一
九
七
三
）、『
水

言
抄
』
一
七
五

注
23　

前
掲
注
22
、当
該
条
注
釈
。
他
に
伊
藤
聡『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』

（
宝
蔵
館
、
二
〇
一
一
）、
源
健
一
郎
「
聖
地
復
興
と
〈
匡
房
〉
の
言
説

─
熊
野
に
お
け
る
花
山
院
伝
承
の
背
景
と
し
て
」（「
日
本
文
学
」、
日
本

文
学
協
会
、
二
〇
〇
八
・
七
）
等

注
24　

本
文
は
『
山
梨
県
史
』
資
料
編
三
（
山
梨
県
、
二
〇
〇
一
）

注
25　

今
、『
尊
卑
分
脈
』
に
従
っ
て
略
系
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る

為
房
┬
為
隆

　
　

├
顕
隆
─
┬
顕
頼
┬
光
頼
┬
光
雅
─（
成
頼
）─（
宗
頼
）─（
宗
行
）

　
　

│　
　
　

│　
　

│　
　

└
宗
頼

　
　

│　
　
　

│　
　

└
成
頼

　
　

│　
　
　

└
顕
長
─
長
方
─
長
兼

　
　

├
長
隆
─
─
顕
時
─
行
隆
┬
行
長

　
　

│　
　
　
　
　
　
　
　
　

└
宗
行

　
　

├
朝
隆

　
　

└
親
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（（　

）
は
養
子
、　　

は
、『
長
寛
勘
文
』
に
関
連
）

注
26　

川
尻
秋
生
「『
長
寛
勘
文
』
の
成
立
」（『
山
梨
県
史
研
究
』
十
一
号
、
二

〇
〇
三
・
三
）。
な
お
、『
長
寛
勘
文
』
な
ら
び
に
伊
勢
熊
野
同
体
説
に

つ
い
て
は
、
こ
の
他
、
注
21
伊
藤
著
書
・
源
論
文
や
、
川
尻
秋
生
「
長

寛
勘
文
を
読
み
直
す
─
君
主
権
と
熊
野
」（
大
橋
一
章
・
新
川
登
喜
亀
男

編
『
仏
教
文
明
の
受
容
と
君
主
権
の
構
築
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
、

所
収
）、
川
崎
剛
志
『
修
験
の
縁
起
の
研
究
─
正
統
な
起
源
と
歴
史
の
創

出
と
受
容
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
一
）、
高
橋
美
由
紀
『
伊
勢
神
道
の

成
立
と
展
開
』
増
補
版
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
）、
等
に
詳
し
い

注
27　

前
掲
注
24
書
所
収
、
神
宮
文
庫
本
『
長
寛
勘
文
』

注
28　
『
続
古
事
談
』
編
者
と
勧
修
寺
流
の
問
題
は
志
村
有
弘
「
続
古
事
談
の
特

質
と
編
者
」（『
説
話
文
学
研
究
』
九
号
、
説
話
文
学
会
、
一
九
七
三
）

で
そ
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
、
木
下
資
一
「「
続
古
事
談
」
と
承
久
の
変

前
夜
」（『
国
語
と
国
文
学
』、東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、一
九
八
八
・
五
）、

同
「
解
説
」（
前
掲
注
６
書
）、
同
「『
続
古
事
談
』
長
兼
編
者
説
再
論
─

任
子
説
話
の
位
置
の
こ
と
な
ど
」（
池
上
洵
一 

編
『
論
集 

説
話
と
説
話

集
』、
二
〇
〇
一
）、
同
「『
続
古
事
談
』
巻
六
「
漢
朝
」
部
の
一
考
察
─

そ
の
意
義
と
構
成
」（『
近
代
』
一
一
八
号
、
神
戸
大
学
「
近
代
」
発
行

会
、
二
〇
一
八
・
九
）
等
に
よ
っ
て
葉
室
家
す
な
わ
ち
顕
隆
流
の
側
面

か
ら
連
続
的
に
提
起
・
展
開
さ
れ
、
荒
木
浩
前
掲
14
論
文
、
同
「『
続
古

事
談
作
者
論
の
視
界
』
─
勧
修
寺
流
藤
原
定
経
と
そ
の
周
辺
」（
伊
井
春

樹
先
生
御
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方

法
─
漢
詩
和
歌 

物
語
か
ら
説
話
唱
導
へ
─
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
・

三
所
収
）
等
が
為
隆
流
側
か
ら
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

隆
為

房
為

）
行
宗
（
）
頼
宗
（
）
頼
成
（
雅
光

頼
光

頼
顕

隆
顕

頼
宗

頼
成

兼
長

方
長

長
顕

長
行

隆
行

時
顕

隆
長

行
宗

空
信

隆
朝

隆
親

（（

、
子
養
は
）

）
連
関
に
』
文
勘
寛
長
『、
は


